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In this study, a questionnaire survey was conducted, and the collected data were analyzed and published. Additionally, methods for 
predicting and measuring heavy-weight floor impact sound insulation were examined. As a result, the current state of sound insulation 
performance in condominiums and rental apartment buildings was clarified. Furthermore, the driving-point impedance characteristics 
of CLT panel floors and the reliability of rubber ball impact sources from different manufacturers were also investigated. 
 
［研究開発の目的］ 

国土交通省による住生活総合調査等の調査結果では、

集合住宅では音環境の満足度が低くなっている。また、

「新たな住生活基本計画」の概要においては、「民間賃

貸住宅のうち一定の断熱性能を有し、遮音対策が講じら

れた住宅の割合」を H30 年から R12 年の間に 1 割から 2

割へ向上させるとされている。このように、住環境の性

能向上の面からも、住宅内の音環境に対する要求や要望

は高まりつつある。しかしながら、「防音性」、「遮音

対策」をどのような音に対して、どのような対策講じる

必要があるのかについては明確にされていない。 

本研究課題では、居住者を対象とした音環境に関する

アンケート調査を実施し、その結果を分析、公表するこ

とを目的としている。さらには、重量床衝撃音に係わる

予測手法や測定手法に関する検討についても実施する。 

 

［研究開発の内容］ 
①アンケート調査による遮音に関する課題抽出・公表 

②重量床衝撃音の予測・測定方法等に関する検討の実施 

 

［研究開発の結果］ 
①アンケート調査による遮音に関する課題抽出・公表 

集合住宅の音環境に関する満足度等について、首都圏

在住の居住者に対して、全35設問のオンラインアンケー

ト調査を実施した。これまで公団以外の賃貸と分譲によ

る意識の違い等について比較検討を行った事例がなかっ

た。そのため、分譲と賃貸における集合住宅の遮音性能

の現状を知るため、「具体的にどのような音が聞こえて

いるのか」、「分譲と賃貸で、聞こえている音に差があ

るのか」等に着目し、「近隣住戸との関係性」、「自分

の生活音が聞こえていると思うか」、「起きている部屋

と寝ている部屋において聞こえる音の差」といった観点

から集計、比較検討を行った。測定結果の一部を図 1 に

示すが、主に以下のような結果を得ることができた。 

・分譲と賃貸では住んでいる人間や建築の属性が異なる。 

・賃貸では分譲より近隣住戸の住民との関係性が気薄。 

・分譲と賃貸では自分の生活音に関して聞こえているか

もしれないと回答している音の割合に差がある。 

・上階からの音に関しては分譲と賃貸共に問題。 

・分譲や賃貸で、それぞれ聞こえやすい、気になりやす

いと指摘される可能性のある音がある。 

・起きている部屋、寝ている部屋では異なる音が気にな

ると指摘。 

 

 

図 1 現在お住まいの住宅に対する満足度 
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②重量床衝撃音の予測・測定方法等に関する検討の実施 

重量床衝撃音遮断性能に関する検討として、現在普及

が推進されている CLT（直交集成板）パネル床の駆動点

インピーダンス特性の測定を実施した。また、性能向上

を目的とした床上にコンクリートを打設した場合、緩衝

層をもつ「浮き床」と CLT と一体化させた「合成床」の

違いについても把握した。（図 2） 

 

図 2 CLT パネル上の駆動点インピーダンス特性例 

 

日本の木造床の工法は様々な種類がある。工法の違い

による、重量床衝撃音遮断性能の差を比較するための予

備検討として、図 3 の各工法（軸組工法、枠組壁工法、

CLT）の駆動点インピーダンスレベルを算出した。表1の

ように梁の大きさや間隔等の物理パラメータを変化させ、

駆動点インピーダンス算出した。その結果、梁の間隔を

狭くするより、梁せいを大きくすることによる床構造の

剛性増加が性能向上に寄与することがわかった。（表 2） 
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図 3 駆動点インピーダンスレベルを試算した床断面

（左上：軸組工法、右上：枠組壁工法、下：CLT） 

表 1 試算に用いた物理パラメータ 

 

表 2 駆動点インピーダンスレベル算出結果 

 

 

ISO 規格にも規定された、重量床衝撃音遮断性能の測

定に用いられるゴムボール衝撃源について、新たに海外

メーカーからも販売されるようになった。新たな課題と

して、衝撃源の信頼性に関すして、メーカーに違いによ

るゴムボール衝撃源の衝撃力特性および床衝撃音レベル

の測定を実施し、影響の有無を把握した。（図 4） 

 

 

図 4 ゴムボール衝撃源の違いによる測定結果例 

（左：衝撃力暴露レベル、右：重量床衝撃音） 

 
①②の成果は、論文等の学会発表によって、社会的・

学術的に広く公表された。 
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width height

1. subfloor 500 1 0.015 - 5.50E+09 2.81E-07 1.55E+03
2. joists 500 0.045 0.06 - 5.50E+09 8.10E-07 4.46E+03
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2. joists 500 0.038 0.235 0.455 5.50E+09 9.03E-05 4.97E+05
1. subfloor 500 1 0.012 - 5.50E+09 1.44E-07 7.92E+02
2. joists 500 0.038 0.286 0.303 5.50E+09 2.44E-04 1.34E+06

A 1 .CLT 500 1 0.21 - 3.14E+09 7.72E-04 2.42E+06
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2. beams 500 0.18 0.6 1 5.50E+09 3.24E-03 1.78E+07
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